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ま え が き 

 

本調査は、日本全国から無作為に抽出される子育て世帯に対して、その生活状況と支援

ニーズを総合的かつ継続的に調べるために設計されたものである。出現率の低い母子世帯と

父子世帯の標本をより多く集めるために、ひとり親世帯とふたり親世帯について同数のサン

プリング抽出（それぞれ 2,000 世帯）を行った。 

本調査は、2011 年と 2012 年に行われた第１回と第２回調査に続く第３回調査となる。調

査対象、調査時期、標本設計および調査方法については、第１回（2011年）、第２回（2012年）

調査と本調査は全く変わらない。また、本調査の調査票の質問項目は、第２回（2012 年）調

査とおおむね同じであるが、第 1 子出産前後における母親の就業状況の変化や退職理由など

についての項目を新たに追加している。 

本調査シリーズを機に、子育て世帯を取り巻く現状とそのニーズに対して、社会から一層

の関心と注目が喚起されることを願ってやまない。本調査シリーズが、関係者の方々のお役

に少しでも立てれば幸いである。 

最後にお忙しい中、本調査にご協力くださった保護者のみなさまに心より御礼を申し上げ

たい。 
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